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2010/02/08 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 
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AUD/ JPY 

2/1 
Monday 

2日に豪州中銀（RBA）の政策金利発表を控え、1日NY時間に発表された米1月ISM製造業景

況指数が市場予想を上回り、5日に控えた米1月雇用統計に対して楽観的な見方が広がった

ことで市場はリスクを積極的に取る動きとなり、豪ドル/円は80.87円まで上昇した（①）。  

2/2 
Tuesday 

RBA理事会での決定は金利据え置きとなった。市場では0.25％利上げの見通しが大勢であっ

たことから予想と反する結果に、発表直後に豪ドル/円は約1円50銭の急落となった（②）。 

2/4 
Thursday 

NZの第4四半期失業率の悪化に加え、豪12月小売売上高が市場予想を大きく下回るなど、

豪ドルにとって悪材料が重なり急落となった。 しかし小売売上高と同時に発表された12月住

宅許可件数が市場予想を大幅に上回ったことで、豪ドルは急速に買い戻された（③）。  

その後は米雇用環境に対する楽観的見通しの後退、欧州の債務問題に端を発したリスク回

避の動きが欧米の株式市場での株価急落を招き、為替市場では損失確定の注文を巻き込

む形で円が買い戻され、豪ドル/円は一時76.19円まで急落した（④）。 

上昇要因（豪ドル高・円安） 下落要因（豪ドル安・円高） 

豪ドル/円 2/1～5の主な推移 

・日本と豪州の金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の後退 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国株価の上昇 

・豪州の金利先高観の復活 

・原油・金などの資源価格の上昇 

 

 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国株価の下落 

・豪州の金利先高観の後退 

・原油・金などの資源価格の下落 

・中国の引き締め観測 

・米オバマ大統領の金融規制案  

 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

① 

② 

③ 
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 材料面では主なものとして、11日の1月失業率が挙げられる。先週2日に豪中銀（RBA）は金利据え置きを

決めたが、市場では今回の金利据え置きは一時的なものと捉えられており、再び利上げ期待が高まるかが

注目点となろう。仮に3/2のRBA理事会に向けて利上げ期待が高まった場合、短期的には買いが強まるシ

ナリオも十分想定される。 

 それ以外では世界的なリスク許容度に加え、主要先進国と中国の株価に影響を受けやすい地合いが続

いており、引き続き注意を払いたい。 

 テクニカル的面では、豪ドルは米ドルに対しても下落基調が続いており、豪ドル/円より一足先に下落トレ

ンド入りの可能性が濃厚となっている。 そのため豪ドル/円だけが上昇するとは考えにくく、当面は軟調な

展開が見込まれる。  

                                                                                                       (予想レンジ: 74.50～79.30 円) 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

AUD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●AUD/JPY 2/5週足引値：77.50円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

 豪ドル/円は55.52円（2009/02/02安値）から86.18円（1/11高値）まで上昇しているが、さらなる高値更新が

あるのか、もしくは75円を割り込んで下落するのかが焦点となる。 

先週は5日に一時76.16円の安値を記録したが、週末引値では77.50円まで反発した。 しかし20日線（81.74

円、2/5）が60日線（81.69円、2/5）を下回りデッドクロスを示現した上、先週は200日線（79.25円、2/85）をも

下回って引けており、地合としては下落トレンドにあるといえる。 ただし目先では昨年9月以降の下落局面

において3度サポートされた76円台に、今回も2日連続で76円割れトライに失敗している点を考慮すると、多

少の反発は十分に予想される。  

上値ポイントは200日線のある79.25円（2/5段階）であり、下値ポイントは、①76.16円（2/5安値）、②74.46

円（昨年安値55.52円～今年高値86.18円の38.2％戻し）である。 

http://gaitamesk.com 
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NZD/ JPY 

2/1 
Monday 

前週末の英国金融サービス機構の高官が、為替市場における投機的行動を規制する可能

性を示したことで早朝からキャリートレードの巻き戻しの動きとなり、NZドル/ 円は前週末より

30銭ほど円高でオープンした。しかしその後は買い戻しが出たことにより円相場が落ち着きを

取り戻し、堅調に推移した（①）。 

2/4 
Thursday 

NZの第4四半期失業率が7.3％市場予想である6.8％よりも大幅に悪化し、4月での利上げ観

測が後退したことで取引開始直後に前日終値から1円近く値を下げ、午前9時前には一時63

円55銭の安値を記録した（②）。 その後欧米での株価急落による円買いの動きなどにより、

一時は約2カ月ぶり安値となる60.56円まで値を下げた。（③）。 

2/5 
Friday 

NYダウ平均株価が一時100ドルを超える下落を記録し、米長期金利の低下を受け、リスク資

産圧縮の動きによりクロス円が下落、NZドル/ 円も一時60.47円まで値を下げた（④）。 しかし

その後引けにかけてダウ平均株価が下落幅を戻すと、NZドル/円も61円台を回復した。 

上昇要因（NZドル高・円安） 下落要因（NZドル安・円高） 

NZドル/円 2/1～5の主な推移 

・日本とNZの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国株価の上昇 

・NZの金利先高観の復活  

 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国株価の下落 

・NZの金利先高観の後退 

・NZ要人によるNZドル高けん制発言 

・中国の引き締め観測 

・米オバマ大統領の金融規制案 
  

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

① 

② 

③ 
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前週に第4四半期失業率が大幅に悪化したことで、目先の利上げ見通しが後退した上、欧米の株価急落

に伴うリスク資産解消の動きが出たことで、NZドル/円は大きく下落した。 

材料面では次の利上げ時期を探る展開となっており、一つ一つの指標を吟味する必要がありそうだ。 な

お今週は12日に12月小売売上高の発表が予定されており、先週の失業率のように乱高下する可能性には

気をつけたい。   

加えてテクニカル的には、NZドルは対米ドルにおいて既に0.70ドルを割っており、対円よりも先に下落トレ

ンドに入っている。 加えて値動きに連動性の高い豪ドルが軟調に推移しており、NZドルだけが浮上すると

は考えにくく、NZドル/円は引き続き軟調な展開が予想される。 

                                                                                                      （予想レンジ：59.80～63.50円） 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

NZD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●NZD/JPY 2/5週足引値：61.51円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

 NZD/円は44.18円（2009/02/02安値）から上昇し、69.69円（2009/10/23高値）まで見ているが、先週の急

落により、60円を巡る攻防が焦点となる。 

NZD/円は木曜に3円以上の下げを記録し、60円割れをトライしたが2日連続で失敗しており、目先は反発が

予想される。しかし20日線（64.97円）は依然として下向きの上、60日線（64.92円）とデッドクロス寸前である。

200日線（63.45円）を下抜いたことからも、大勢では下落トレンドにあると考えられる。  

チャートを形で捉えた場合はWトップ形成の可能性から、59.84円（11/27安値）を割った場合は56.63円（7/8

安値）が視野に入る。 

 ボリンジャーバンドは2/5現在、上限：69.25円～下限：60.69円であり、先週は2日連続、引値においてバン

ド下限でサポートされている。 なおＮＺドル/米ドルが0.70を割って急落、ＮＺドル/円にも下値圧力が強い状

況である。 

上値ポイントは、①62.24円（4日陰線実体部の1/2戻し）、②62.74円（1/27安値）、③63.45円（200日線）で

あり、下値ポイントは、①60.47円（2/5安値）、②59.84円（11/27安値）、③56.83円（7/8安値）である。 

http://gaitamesk.com 
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ZAR/ JPY 

2/1 
Monday 

米1月ISM米1月ISM製造業景況指数を好感したドル/円の上昇に伴いランド/円相場も反発、 

1/21以来約2週間ぶり高値となる12.05円を記録（①）。 

2/4 
Thursday 

東京時間早朝のNZドルの急落や、ロンドン・NY時間の欧米株式市場の急落に伴うリスク回

避の動きなどによるクロス円での円買いに拍車がかかり、一時11.50円まで値を下げた(②)。 

2/5 
Friday 

NYダウ平均株価が一時100ドルを超える下落を記録し、米長期金利の低下を受け、リスク資

産圧縮の動きにより円は買われクロス円が下落。 一時、昨年11/27以来2約カ月ぶり安値と

なる、11.25円まで値を下げた（③）。 

上昇要因（ランド高・円安） 下落要因（ランド安・円高） 

ランド/円 2/1～5の主な推移 

・日本と南アの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国株価や資源価格の上昇 

・新興国への投資の機運の高まり 

 

 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国の株価下落 

・南ア中銀総裁のランド高けん制発言 

・南ア経済の低迷 

・資源価格の下落 

・米オバマ大統領の金融規制案 

  

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

① 
② 

③ 
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今週は材料面では9日に第4四半期の失業率が予定されており、相場の取引材料となるかもしれない。な

お前回発表時の失業率は24.5％であった。ただし南アフリカは国内要因よりも外部要因で動くことが多いた

め、主要国の株価動向や世界的なリスク許容度、商品市況などに左右されやすいと見られる。なお南アフリ

カ準備銀行（SARB）は1月に政策金利を据え置いたが、次回の政策金利発表予定は3/25であるためまだ時

間があるものの、金利動向を巡る材料が出た場合は相場を動かす要因となるので注意したい。 

 テクニカル的には対ドルで7.2000ドルで反発後、一時昨年11/4以来約3カ月ぶり水準となる7.80ドルを超え

てランド安が進行しており、オセアニア通貨と同じく南アランドも軟調局面入りと考えられる。  

                                                                                                       （予想レンジ：11.10～12.10円） 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

ZAR/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●ZAR/JPY 2/5週足引値：11.70円 （日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開） 

 南アランド/ 円は1/4に12.67円を記録して以降、軟調な展開が続いている。先週のランド/ 円は20日線

（12.02円、2/5）に頭を抑えられる形で、60日線（12.01円、2/5）や200日線（11.94円、2/5）を下抜け急落し

た。ボリンジャーバンドは2/5現在、上限：12.57円～下限：11.47円であり、下限で何とかサポートされた格好

である。 

 先週はボリンジャー下限で何とかサポートされたが、仮にバンド幅を下に押し広げるような動きにつながる

場合、一段の下落が見込まれる。 4日急落後の戻りも鈍い点が、一段の下落の可能性に拍車を掛ける。

反対に上値は12.00円付近に20日、60日、200日の移動平均が集まっており、突破は容易ではなさそうであ

る。 

上値ポイントは上記の20日、60日、200日線であり、下値ポイントは①11.17円（11/27安値）、②10.66円

（11/2安値）である。 

http://gaitamesk.com 
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経済指標カレンダー 

（2/8～12） 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー http://gaitamesk.com 

2/8  8:50 (日) 12月貿易収支 +4906億円+6694億円
(月)14:00 (日) 1月景気ウォッチャー調査 [現状判断DI]35.4 ――

14:00 (日) 1月景気ウォッチャー調査 [先行き判断DI]36.3 ――
15:45 (スイス) 1月失業率 4.4％ 4.6％
17:15 (スイス) 12月実質小売売上高 [前年比] +0.6％ ‐‐
22:15 (加) 1月住宅着工件数 [前月比] +17.45万件+17.90万件

2/9 16:00 (独) 12月貿易収支 +174億EUR+146億EUR
(火)16:00 (独) 1月消費者物価指数・確報 [前月比] -0.6％ -0.6％

16:00 (独) 1月消費者物価指数・確報 [前年比] +0.8％ +0.8％
18:30 (英) 12月商品貿易収支 -67.84億GBP－67億GBP
27:00 (米) 3年物国債入札（400億ドル） ―― ――

2/10  8:50 (日) 12月機械受注 [前月比] -11.3％+8.0％
(水) 8:50 (日) 12月機械受注 [前年比] -20.5％-10.8％

16:45 (仏) 12月鉱工業生産 [前月比] +1.1％ +0.5％
18:30 ○ (英) 12月鉱工業生産 [前月比] +0.4％ +0.2％
19:30 ○ (英) BOE四半期インフレレポート ―― ――
22:30 ○ (米) 12月貿易収支 -364億USD-355億USD
22:30 (加) 12月国際商品貿易 -3億CAD-2億CAD
27:00 (米) 10年物国債（250億ドル） ―― ――
28:00 (米) 1月月次財政収支 -635億USD-700億USD

2/11 ――
(木) 9:30 ◎ (豪) 1月失業率 5.5％ ――

 9:30 ◎ (豪) 1月新規雇用者数 +3.52万人――
17:15 (スイス) 1月消費者物価指数 [前年比] +0.3％ +0.8％
18:00 (ユーロ圏) ECB月例報告 ―― ――
22:30 ○ (米) 1月小売売上高 [前月比] -0.3％ +0.3％
22:30 ○ (米) 1月小売売上高 [前月比：除自動車] -0.2％ +0.4％
22:30 ○ (米) 2/7までの週の新規失業保険申請件数 48.0万人45.6万人
24:00 (米) 12月企業在庫 [前月比] +0.4％ +0.4％
27:00 (米) 30年物国債（160億ドル） ―― ――

2/12  6:45 ○ (NZ) 12月小売売上高指数 [前月比] +0.8％ ――
(金）14:00 (日) 1月消費者態度指数 37.9 ――

16:00 ◎ (独) 第4四半期GDP・速報値 [前期比] +0.7％ +0.2％
16:00 ◎ (独) 第4四半期GDP・速報値 [前年比] -4.8％ -2.2％
16:45 (仏) 第4四半期GDP・速報値 ［前年比］ -2.3％ -0.3％
16:45 (仏) 第4四半期非農業部門雇用者・速報値 [前期比] -0.6％ ――
19:00 ○ (ユーロ圏) 12月鉱工業生産・季調済 [前月比] +1.0％ +0.1％
19:00 ◎ (ユーロ圏) 第4四半期GDP・速報値 ［前期比］ +0.4％ +0.4％
19:00 ◎ (ユーロ圏) 第4四半期GDP・速報値 ［前年比］ -4.0％ -1.9％
23:55 ◎ (米) 2月ミシガン大消費者信頼感指数・速報値 74.4 75.0

東京休場(建国記念の日)

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 

 

※発表日時は予告なく変更される場合があります。 

※予定一覧は信頼性の高いと思われる情報を元にまとめておりますが、内容の正確性を保証するものではございませんので事

前にご留意くださいますようお願いいたします。 


